
４月ホッといきいき教室
　　　　　　    ～介護予防教室～
【と　き】４月２３日（月）午前１０時３０分～午後３時

【内　容】午 前：レクリエーション

午 後： 自由時間（脳トレクイズ、ニュースポーツ、

健康相談など）

【ところ】グリーンスコーレせきがね    

【参加料】１，３００円（昼食・入浴料）

【募集条件】６５歳以上で、介護認定を受けていない人

※毎月、申し込みが必要です。

※送迎希望の場合は、送迎しますのでご連絡ください。

問長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

４月の認知症の人と家族の会
　　　　　　　「家族の集い」

　介護家族・介護体験者が参加して、お互いが抱えて

いる悩みを語り合い、分かち合ったり、情報交換したり、

何でも話し合える場です。気軽に参加してください。

関金会場４月・７月・１０月・１月の第１木曜日
と　き：４月５日（木）午前１０時～正午

ところ：高齢者生活福祉センター

倉吉会場 第３木曜日
と　き：４月１９日（木）午前１０時～正午

ところ：倉吉交流プラザ

問長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４） 介護用品代の助成があります
　次の条件のすべてに当てはまる場合に、介護用品の

購入費を助成します。

① 要介護認定で要介護４、または５と認定された人

を在宅で介護している場合

② 介護されている本人の世帯、および介護している

人の世帯が市民税非課税の場合

対象品目： 紙おむつ・尿とりパット・清
せ い し き

拭剤・介護用

使い捨て手袋・使い捨て清拭タオル・ドラ

イシャンプーなど

助成方法： 倉吉市に登録のある店舗で、

介護用品購入に使用できる助

成券を支給

助成額：年額５万円以内

問長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

健康で活力ある生活を送るために
～基本チェックリストにお答えください～

　足腰の老化など、加齢などに伴う生活機能の低下を

いち早く発見する取り組みの一環として、要介護認

定を受けていない倉吉市内の６５歳以上の人に、「基本

チェックリスト」を 4 月下旬に送付します。

　回答を記入し、同封された封筒で返送してください。

内容を長寿社会課で確認し、介護予防の必要がある人

には、個別に通知をします。

問長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

「はつらつ教室」
～４月より市内９会場で実施～

　４月より市内９会場で実施します。

　この教室では、毎日を生き生きと暮らしていくため

の「元気な体つくり」を目指して、運動の習慣を身につ

けていきます。

　一人では、つい面倒になる体操も、みんなですると、

笑いながら楽しくできます。

【対象者】６５歳以上で、介護認定を受けていない人

【内　容】軽い運動・レクリエーション・脳トレ

【参加料】無料

【会場と日程】※１会場で月２回実施、１回あたり約２時間。

　　　　会　　　場 日　　　程

上井公民館 第２・４火曜日午前

西郷公民館 第２・４水曜日午前

上灘公民館 第１・３木曜日午後

成徳公民館 第２・４水曜日午後

小鴨公民館 第１・３月曜日午後

灘手公民館 第１・３水曜日午後

社公民館 第２・４木曜日午後

さわやか人権文化センター 第２・４木曜日午前

高齢者生活福祉センター 第１・３金曜日午後

※事前に申し込みが必要です。

※送迎には条件がありますのでお問い合わせください。

問長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

2012.4（18）
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地方配送いたします。

■玄米  ２，７００円/10ｋｇ
■モチ米  ４００円/1ｋｇ

３，６００円/10ｋｇ
三朝コシヒカリ  ３，４００円/10ｋｇ
新米コシヒカリ  ３，２００円/10ｋｇ

 ２，８００円/10ｋｇコシヒカリブレンド 

今月の福祉補聴器相談会今月の福祉補聴器相談会
日時： 月4 25日（水）AM10：00～12：00
場所：市役所東庁舎１階 福祉課横　倉吉市福祉事務所

相談会は、毎月第四水曜日です。

TEL0858-22-5551 営業時間 あさ9時～よる7時（木曜定休）

～平成２３年度倉吉市体育協会スポーツ表彰式～

今後の活躍も期待しています

２月１９日（日）
　このスポーツ表彰は、長年にわたり本市のスポーツ振興に寄与

したり、今年度のスポーツ大会などで優秀な成績を収めた個人・

団体を表彰するものです。今年度は３４団体、延べ３０２人が受賞

し、倉吉未来中心小ホールで表彰式が執り行われました。

　受賞された皆さん、おめでとうございます。

【体育功労賞】２人　　【体育奨励賞】４人

【スポーツ賞】個　人：５８人　団　体：１４団体（５１人）

【スポーツ奨励賞】個　人：４６人　団　体：２０団体（１４１人）

～福尾野
の

歩
ぼ

コンサート～

「おひさま」より感謝を込めて

３月１３日（火）
　子育て総合支援センター「おひさま」は、平成１９年５月から旧

上灘保育園園舎を利用し、皆さんに親しまれてきました。

　しかし、この春、市営うわなだ中央住宅に移転することになり、

最後に、今後もたくさんの笑顔に出会えることを願って、全国で

活躍する福尾野歩さんのコンサートを開催しました。

　“野歩さん”は、軽妙なトークや手遊び、手品などを披露し、集

まった約３０組の親子を魅了。会場には終始、笑い声や笑顔があ

ふれていました。

～倉吉市イメージキャラクター愛称最優秀賞表彰式～

若者が「くらすけぇ」と言えるまちに

２月２９日（水）
　倉吉市イメージキャラクターの愛称募集には、県内各地より延べ

９５９点の応募がありました。厳正な選考の結果、「くらすけくん」

に決定し、名付け親の福有愛さん（市内在住）を市役所に招いて表

彰式が行われました。

　石田市長が「ぴったりな名前をつけてもらい、一層、倉吉のイ

メージアップにつながるキャラクターになった」とお礼を述べる

と福有さんは、「くらすけ（＝暮らすけぇ）の名前のように、若者が

たくさん住むまちづくりに役立てばいい」とあいさつしました。

（19）平成 24.4



倉吉市人権政策課

２２―８１３０／   ２２―８１３５

№ 95 

シリーズ

人
権
意
識
の
向
上
を
目
指
し
て

　

倉
吉
市
は
、
全
て
の
市
民
が「
差
別
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
ま
ち
」づ
く
り
を
目
指
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
は
、
人
種
、
性
別
、
社
会
的
身
分
に

関
係
な
く
、
人
間
で
あ
る
と
い
う
た
だ
そ
れ

だ
け
で
、
誰
も
が
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
人
々
は
、
今
も
昔
も
、
自
由
に
、
安

全
に
、
そ
し
て
将
来
に
可
能
性
を
感
じ
な
が

ら
生
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
被
差
別
当
事
者
や
市
民
一
人
一

人
の
人
権
意
識
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
部

落
問
題
を
は
じ
め
女
性
、
障
が
い
の
あ
る

人
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
外
国
に
ル
ー
ツ

を
持
つ
人
な
ど
の
差
別
や
人
権
侵
害
が
問

題
提
起
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
同
和
教
育
の
中
心
課
題
で

あ
る
部
落
問
題
の
解
消
を
目
指
す
人
権
意

識
が
希
薄
に
な
っ
た
り
、
同
和
教
育
の
必

要
性
を
否
定
す
る
よ
う
な
、「
も
う
差
別
は

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」、「
い

つ
ま
で
同
和
教
育
を
す
る
の
か
」な
ど
の
声

も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
意
識
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
意
見
に
は
、
自
分
の
人
権

に
は
関
心
が
高
い
反
面
、
周
囲
の
人
権
は

人
ご
と
に
な
っ
て
い
る
意
識
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

基
本
姿
勢

　

本
市
で
は
、
部
落
問
題
を
は
じ
め
、
障

が
い
の
あ
る
人
、
男
女
、
先
住
民
族
、
外

国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、

そ
の
他
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
な
ど
の
人
権

課
題
の
解
消
に
向
け
て
、「
第
４
次
倉
吉
市

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
る
総
合
計
画
」を

策
定
し
、
行
政
と
市
民
と
の
協
働
を
図
り

な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
機
会
や
情
報

提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
本
人
以
外
の
第
三

者
に
よ
る
戸
籍
謄
本
な
ど
の
不
正
取
得
が

行
わ
れ
、
個
人
情
報
が
違
法
に
入
手
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
差
別

に
利
用
さ
れ
る
危
険
性
の
あ
る
同
和
地
区

の
地
図
が
掲
載
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
り
、

特
定
の
人
を
誹ひ

ぼ
う
ち
ゅ
う
し
ょ
う

謗
中
傷
し
た
、
名め

い

よ

き

そ

ん

誉
毀
損

に
あ
た
る
よ
う
な
記
述
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
差
別
の
解
消
を
図
る
た
め

に
は
、
一
つ
に
は
行
政
と
市
民
と
が
協
働

し
て
、
市
民
一
人
一
人
が
同
和
教
育
に
理

解
を
深
め
、
差
別
を
許
さ
な
い
人
権
意
識

の
向
上
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
個
人
が
、
こ
れ
ま
で
の
同

和
教
育
の
成
果
を
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
課
題

や
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
を
自
ら
の
課
題

と
し
て
解
消
し
て
い
く
力
に
発
展
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

三
つ
目
に
大
切
な
の
は
、
各
種
市
民
団

体
の
育
成
や
、
当
事
者
団
体
の
支
援
を
行

い
、
被
差
別
の
実
態
や
少
数
者
の
意
見
を

大
切
に
す
る
こ
と
で
す
。

主
な
取
り
組
み

　

今
年
度
は
、「
部
落
解
放
研
究
倉
吉
市
集

会
」が
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、

本
市
は
、
さ
ら
に
市
民
一
人
一
人
の
心
に

響
く
、
教
育
研
究
や
地
域
活
動
の
実
践
交

流
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
倉
吉
市
部
落
解
放
文
化
祭
」、「
人

権
の
た
め
に
学
ぶ
同
和
教
育
講
座
」、「
同

和
教
育
町
内
学
習
会
」な
ど
を
、
地
域
に
残

る
解
放
へ
の
歩
み
や
文
化
の
伝
承
、
ま
た

は
、
多
様
な
人
権
課
題
を
学
習
す
る
機
会

や
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
互
い
に

話
し
合
い
、
解
決
す
る
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
年
代
別
・
地
域
別
の
成
果
や
課

題
を
把
握
す
る
た
め
、
市
民
人
権
同
和
問

題
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
す
。　

お
わ
り
に

　

昨
年
３
月
、
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら

し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
絆
を
深
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
る
こ
と
の

大
切
さ
が
叫
ば
れ
ま
し
た
。
改
め
て
、
同

和
教
育
に
学
び
合
い
、
つ
な
が
り
、
支
え

合
う
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

倉
吉
市
の
人
権
施
策
に
つ
い
て

倉
吉
市
の
人
権
施
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

お
互
い
を
認
め
、
尊
重
し
合
え
る
人
権
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

無料相談会無料相談会出
張
出
張
平日･土日祝 /10：00 ～ 21：00 0120-113-314相談会予約ダイヤル

完全予約制の相談会です｡家族に内緒の方も、お気軽にご相談ください。また完全予約制ですので他の方と顔を合わせる事もございません｡ご安心ください。
債務整理･過払い金返還請求･自己破産･個人再生

借金問題解決します

セキュアトラスト法律事務所セキュアトラスト法律事務所
〒150-0002  東京都渋谷区渋谷1-8-3 TOC第一ビル5階〒150-0002  東京都渋谷区渋谷1-8-3 TOC第一ビル5階

モバイルサイト：http://saimu0.net/モバイルサイト：http://saimu0.net/
メールアドレス：info@saimu0.netメールアドレス：info@saimu0.net

ソフトバンク携帯：080-4123-1996(相談会期間中はこちらへ)ソフトバンク携帯：080-4123-1996(相談会期間中はこちらへ)

完済した方も完済後 10 年以内なら過払い金を取り戻せる可能性があります。

鳥取県米子市末広町294 ●米子駅から徒歩5分  第5会議室 無料駐車場あり

駐車場無料50台 

駐車場あり

代表弁護士：中島 賢悟 (東京弁護士会登録番号 34985号) 弁護士：石野 能之 (東京弁護士会登録番号 39571号)

米子コンベンションセンター 4/21 4/22 4/23土 日 月

倉吉市山根529-2  ●JR山陰本線倉吉駅下車徒歩12分 小研修室1
倉吉体育文化会館 4/21 4/22土 日

境港市上道町3000  ●JR境線 馬場崎町駅下車徒歩約10分 第1会議室 
境港市民会館 4/23月

2012.4（20）
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幼
い
時
の
記
憶

　

先
月
、日
本
映
画
の「A

L
W
A
Y
S

三
丁
目
の
夕
日
'64
」
を
観
ま
し
た
。

戦
後
の
日
本
が
、
め
ざ
ま
し
い
復

興
と
経
済
発
展
を
し
て
い
た
時
期

を
描
い
た
映
画
の
シ
リ
ー
ズ
で

す
。
皆
さ
ん
は
ご
覧
に
な
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

映
画
を
観
な
が
ら
、
そ
の
時
代

を
懐
か
し
く
感
じ
て
、
周
り
の
日

本
人
に
話
す
と
、「
え
っ
、
鄭
さ

ん
っ
て
い
く
つ
な
の
？
そ
の
時

代
っ
て
か
な
り
昔
で
し
ょ
う
？
」

と
言
わ
れ
ま
す
。

　

確
か
に
１
９
７
０
年
代
に
生
ま

れ
た
私
が
、
60
年
代
の
も
の
を
懐

か
し
く
感
じ
る
の
は
、
ち
ょ
っ
と

変
だ
と
思
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
も
、
日
本
と
韓
国
の
発
展

の
時
差
を
考
え
る
と
、
ち
ょ
う
ど

私
の
世
代
が
日
本
の
60
〜
70
年
代

に
当
た
る
と
思
い
ま
す
。

　

戦
後
の
日
本
は
、
１
９
５
０
年
ご

ろ
か
ら
経
済
発
展
を
始
め
、
64
年
に

東
京
五
輪
を
開
催
し
、
70
年
の
大
阪

万
博
を
経
て
、
80
年
代
の
豊
か
な
時

代
を
迎
え
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

韓
国
の
経
済
発
展
の
流
れ
は
、

45
年
に
独
立
し
た
後
、
50
年
に
朝

鮮
戦
争
が
始
ま
り
ま
し
た
。
３
年

間
続
い
た
こ
の
戦
争
は
、
韓
国
に

深
い
傷
跡
を
残
し
ま
し
た
。

　

60
年
代
に
入
り
、
徐
々
に
経
済

発
展
を
し
ま
す
が
、
80
年
代
に
な
る

ま
で
一
般
市
民
に
と
っ
て
は
、
ま
だ

ま
だ
厳
し
い
時
代
だ
っ
た
と
年
配
の

方
か
ら
よ
く
聞
か
さ
れ
ま
す
。

　

「A
L
W
A
Y
S

三
丁
目
の
夕
日

'64
」
の
中
で
、
東
京
五
輪
に
合
わ

せ
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
を
購
入
す
る

シ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
私
の
家

に
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
が
や
っ
て
来
た

の
は
、
80
年
代
で
す
。
そ
れ
ま
で

家
で
使
っ
て
い
た
テ
レ
ビ
は
、
四

つ
足
で
ス
ラ
イ
ド
式
の
ド
ア
が
付

い
た
白
黒
テ
レ
ビ
で
し
た
。
チ
ャ

ン
ネ
ル
は
リ
モ
コ
ン
で
は
な
く
、

つ
ま
み
を
回
す
も
の
で
、
壊
れ
る

と
ペ
ン
チ
を
使
っ
て
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
変
え
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
時
代
に
我
が
家
で

使
っ
て
い
た
調
理
器
具
は
、
石
油

コ
ン
ロ
で
し
た
。
灯
油
に
浸
か
っ

た
芯
を
上
げ
、
マ
ッ
チ
で
火
を
つ

け
て
使
用
す
る
も
の
で
、
子
ど
も

に
は
危
な
く
て
、
な
か
な
か
使
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
私
の
幼
い
こ
ろ
の

記
憶
は
、
日
本
の
60
〜
70
年
代
と
重

な
り
ま
す
。
日
本
と
10
〜
20
年
ほ
ど

経
済
的
時
差
が
あ
っ
た
韓
国
は
、
88

年
の
ソ
ウ
ル
五
輪
を
経
て
飛
躍
的
に

発
展
し
、
２
０
０
２
年
サ
ッ
カ
ー
Ｗ

杯
大
会
の
こ
ろ
か
ら
は
、
日
本
と
の

差
を
感
じ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

ど
こ
か
懐
か
し
い
雰
囲
気
の
あ

る
倉
吉
が
大
好
き
な
の
は
、
幼
い

時
の
記
憶
に
理
由
が
あ
る
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

▲ ７０年代の韓国の白黒テレビ

第
40
回
卒
業
式
・
第
35
回
修
了
式
を
挙
行

　

３
月
16
日（
金
）、

第
40
回
卒
業
式
・

第
35
回
修
了
式
を

倉
吉
未
来
中
心
大

ホ
ー
ル
で
挙
行
し
、

本
科
生
２
７
０
人
、

専
攻
科
生
30
人
が

そ
れ
ぞ
れ
の
進
路

に
向
か
っ
て
希
望
を
胸
に
巣
立
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

式
で
は
、
山
田
修

し
ゅ
う
へ
い平

学
長
か
ら
各
学
科
・

専
攻
科
の
代
表
に
卒
業
証
書･

学
位
記
、
修

了
証
書
が
励
ま
し
を
込
め
て
手
渡
さ
れ
た

後
、
専
攻
科
国
際
文
化
専
攻
の
細
井
義よ

し
み
ち道

さ

ん
に
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
か
ら
教
養

学
士
の
学
位
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

門
出
に
あ
た
っ
て
学
長
が
、「
人
生
の
テ
ー

マ
と
夢
を
大
切
に
し
、
常
に
学
び
続
け
て
く

だ
さ
い
。
時
間
を
大
切
に
し
て
、
場
を
整
え
、

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ら
は
人

生
を
充
実
し
た
も
の
に
し
て
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。
今
度
会
う
と
き
は
人
生
を
真し

ん

し摯
に
生

き
る
仲
間
と
し
て
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
」と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓

の
藤
井
喜き

し

ん臣
副
知
事
か
ら
は
温
か
い
励
ま
し

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
友
会
会
長
河
本
太ひ

か

る陽
さ
ん（
幼
児
教
育

保
育
学
科
）は「
心
強
い
先
輩
と
し
て
、
時
に

は
優
し
く
、
時
に
は
厳
し
く
、
熱
心
に
私
た

ち
を
リ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
輩

方
が
築
か
れ
た
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
よ
り
一

層
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
」と
送
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
卒
業
生
・
修
了
生
を

代
表
し
て
、
萩は

ぎ
は
ら原

万ま

は葉
さ
ん（
生
活
学
科
住

居
・
デ
ザ
イ
ン
専
攻
）が「
今
日
卒
業
の
日
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
地
域
、
教
職

員
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
家
族
の
お
か
げ
で
あ

り
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
短
大
で
の
２

年
間
は
と
て
も
短
い
も
の
で
し
た
が
、
そ
の

中
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
、
多
く
の
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
４
月
か
ら
の
新
生
活
で
は
、

短
大
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
糧
に
前
向
き
に

挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
答
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に「
蛍
の
光
」を
斉
唱
し
て
卒
業
式
・

修
了
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

▲ 式典終了後、在学生の企画による ｢ 卒業
パーティー」が同会場で開催され、名残を
惜しみつつ楽しいひと時を過ごしました。

（21）平成 24.4


